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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ又は複数のcomponent carrierが設定された端末装置であって、
　複数のコントロール・チャネル・エレメント（ＣＣＥ）から構成されるサーチスペース
内のＣＣＥで送信された、前記component carrierにおいて割り当てられたリソースを示
すリソース割当情報を含む下り制御チャネルを復号する受信部と、
　前記下り制御チャネルが送信された前記ＣＣＥの番号に対応付けられた番号の上り制御
チャネルで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信する送信部と、
　を有し、
　ｎ番目のcomponent carrierに対するサーチスペースの終了位置であるＣＣＥの番号と
、ｎ＋１番目のcomponent carrierに対するサーチスペースの開始位置であるＣＣＥの番
号とが連続する、
　端末装置。
【請求項２】
　前記送信部は、前記複数のcomponent carrierに対する複数の前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信
号を、一つのcomponent carrierで送信する、
　請求項１記載の端末装置。
【請求項３】
　前記複数のcomponent carrierに対する複数のサーチスペースが互いに隣接する、
　請求項１又は２に記載の端末装置。
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【請求項４】
　ｎ＋１番目のcomponent carrierに対する前記サーチスペースの開始位置のＣＣＥの番
号Ｓｎ＋１は、（Ｓｎ＋Ｌ）ｍｏｄＮＣＣＥ（ただし、Ｓｎはｎ番目のcomponent carrie
rに対する前記サーチスペースの開始位置であるＣＣＥの番号、Ｌは前記サーチスペース
を構成するＣＣＥの数、ＮＣＣＥはｎ番目のcomponent carrierにおけるＣＣＥの総数）
である、
　請求項１から３のいずれかに記載の端末装置。
【請求項５】
　前記複数のcomponent carrierに対する複数のサーチスペースは、それぞれ、独立に設
定される、
　請求項１から４のいずれかに記載の端末装置。
【請求項６】
　前記サーチスペースを構成する前記複数のＣＣＥは、下り制御チャネルを復号する対象
である、
　請求項１から５のいずれかに記載の端末装置。
【請求項７】
　前記サーチスペースは、連続する番号の前記複数のＣＣＥから構成される、
　請求項１から６のいずれかに記載の端末装置。
【請求項８】
　一つ又は複数のcomponent carrierが設定された端末における通信方法であって、
　複数のコントロール・チャネル・エレメント（ＣＣＥ）から構成されるサーチスペース
内のＣＣＥで送信された、前記component carrierにおいて割り当てられたリソースを示
すリソース割当情報を含む下り制御チャネルを復号し、
　前記下り制御チャネルが送信された前記ＣＣＥの番号に対応付けられた上り制御チャネ
ルで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信し、
　ｎ番目のcomponent carrierに対するサーチスペースの終了位置であるＣＣＥの番号と
、ｎ＋１番目のcomponent carrierに対するサーチスペースの開始位置であるＣＣＥの番
号とが連続する、
　通信方法。
【請求項９】
　前記複数のcomponent carrierに対する複数の前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を、一つのcom
ponent carrierで送信する、
　請求項８記載の通信方法。
【請求項１０】
　前記複数のcomponent carrierに対する複数のサーチスペースが互いに隣接する、
　請求項８又は９に記載の通信方法。
【請求項１１】
　ｎ＋１番目のcomponent carrierに対する前記サーチスペースの開始位置のＣＣＥの番
号Ｓｎ＋１は、（Ｓｎ＋Ｌ）ｍｏｄＮＣＣＥ（ただし、Ｓｎはｎ番目のcomponent carrie
rに対する前記サーチスペースの開始位置であるＣＣＥの番号、Ｌは前記サーチスペース
を構成するＣＣＥの数、ＮＣＣＥはｎ番目のcomponent carrierにおけるＣＣＥの総数）
である、
　請求項８から１０のいずれかに記載の通信方法。
【請求項１２】
　前記複数のcomponent carrierに対する複数のサーチスペースは、それぞれ、独立に設
定される、
　請求項８から１１のいずれかに記載の通信方法。
【請求項１３】
　前記サーチスペースを構成する前記複数のＣＣＥは、下り制御チャネルを復号する対象
である、
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　請求項８から１２のいずれかに記載の通信方法。
【請求項１４】
　前記サーチスペースは、連続する番号の前記複数のＣＣＥから構成される、
　請求項８から１３のいずれかに記載の通信方法。
【請求項１５】
　一つ又は複数のcomponent carrierが設定された端末における処理を制御する集積回路
であって、
　複数のコントロール・チャネル・エレメント（ＣＣＥ）から構成されるサーチスペース
内のＣＣＥで送信された、前記component carrierにおいて割り当てられたリソースを示
すリソース割当情報を含む下り制御チャネルを復号する処理と、
　前記下り制御チャネルが送信された前記ＣＣＥの番号に対応付けられた上り制御チャネ
ルで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信する処理と、
　を制御し、
　ｎ番目のcomponent carrierに対するサーチスペースの終了位置であるＣＣＥの番号と
、ｎ＋１番目のcomponent carrierに対するサーチスペースの開始位置であるＣＣＥの番
号とが連続する、
　集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、通信方法及び集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ－ＬＴＥ(3rd Generation Partnership Project Radio Access Network Long 
Term Evolution、以下、ＬＴＥという)では、下り回線の通信方式としてＯＦＤＭＡ（Ort
hogonal Frequency Division Multiple Access）が採用され、上り回線の通信方式として
ＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier Frequency Division Multiple Access）が採用されて
いる（例えば、非特許文献１、２、３参照）。
【０００３】
　ＬＴＥでは、無線通信基地局装置（以下、基地局と省略する）はシステム帯域内のリソ
ースブロック（Resource Block：ＲＢ）を、サブフレームと呼ばれる時間単位毎に無線通
信端末装置（以下、端末と省略する）に割り当てることにより通信を行う。また、基地局
は下り回線データおよび上り回線データのリソース割当結果を通知するための制御情報を
端末へ送信する。この制御情報は例えばＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channe
l）等の下り回線制御チャネルを用いて端末へ送信される。ここで、各ＰＤＣＣＨは１つ
または連続する複数のＣＣＥ（Control Channel Element）で構成されるリソースを占有
する。なお、ＬＴＥでは、システム帯域幅として最大２０ＭＨｚの幅を持つ周波数帯域が
サポートされる。
【０００４】
　また、基地局は１サブフレームに複数の端末を割り当てるため、複数のＰＤＣＣＨを同
時に送信する。このとき、基地局は、各ＰＤＣＣＨの送信先の端末を識別するために、送
信先の端末ＩＤでマスキング（または、スクランブリング）したＣＲＣビットをＰＤＣＣ
Ｈに含めて送信する。そして、端末は、自端末宛ての可能性がある複数のＰＤＣＣＨにお
いて、自端末の端末ＩＤでＣＲＣビットをデマスキング（または、デスクランブリング）
することによりＰＤＣＣＨをブラインド復号して自端末宛のＰＤＣＣＨを検出する。
【０００５】
　また、端末でのブラインド復号の回数を削減することを目的として、ブラインド復号の
対象となるＣＣＥを、端末毎に限定する方法が検討されている。この方法では、端末毎に
、ブラインド復号対象となるＣＣＥ領域（以下、サーチスペース（Search Space）という
）を限定する。これにより、各端末は、自端末に割り当てられたサーチスペース内のＣＣ
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Ｅに対してのみ、ブラインド復号を行えばよいため、ブラインド復号の回数を削減するこ
とができる。ここで、各端末のサーチスペースは、各端末の端末ＩＤとランダム化を行う
関数であるハッシュ（ｈａｓｈ）関数とを用いて設定される。
【０００６】
　また、基地局から端末への下り回線データに対して、端末は下り回線データの誤り検出
結果を示すＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を基地局へフィードバックする。このＡＣＫ／ＮＡＣＫ
信号は例えばＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）等の上り回線制御チャネ
ルを用いて基地局へ送信される。ここで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の送信に用いるＰＵＣＣ
Ｈを基地局から各端末へ通知するためのシグナリングを不要にして下り回線の通信リソー
スを効率よく使用するために、ＣＣＥとＰＵＣＣＨとを対応付けることが検討されている
。各端末は、この対応付けに従って、自端末への制御情報がマッピングされているＣＣＥ
から、自端末からのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の送信に用いるＰＵＣＣＨを判定することがで
きる。
【０００７】
　また、ＬＴＥよりも更なる通信の高速化を実現する３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ（以下、ＬＴＥ－Ａという）の標準化が開始された。ＬＴＥ－Ａでは、最大１Ｇｂｐｓ
以上の下り伝送速度および最大５００Ｍｂｐｓ以上の上り伝送速度を実現するために、４
０ＭＨｚ以上の広帯域周波数で通信可能な基地局および端末（以下、ＬＴＥ＋端末という
）が導入される見込みである。また、ＬＴＥ－Ａシステムは、ＬＴＥ＋端末のみでなく、
ＬＴＥシステムに対応する端末を収容することが要求されている。
【０００８】
　ＬＴＥ－Ａでは、４０ＭＨｚ以上の広帯域通信を実現するために、複数の周波数帯域を
連結して通信するバンド連結（Band aggregation）方式が提案されている（例えば、非特
許文献１参照）。例えば、２０ＭＨｚの幅を持つ周波数帯域が通信帯域の基本単位(以下
、単位バンド（component band）という)とされている。よって、ＬＴＥ－Ａでは、例え
ば、２つの単位バンドを連結することにより４０ＭＨｚのシステム帯域幅を実現する。
【０００９】
　また、ＬＴＥ－Ａでは、基地局は、各単位バンドのリソース割当情報を、各単位バンド
の下り単位バンドを用いて端末に通知することが考えられる（例えば、非特許文献４）。
例えば、４０ＭＨｚの広帯域伝送を行う端末（２つの単位バンドを使用する端末）は、２
つの単位バンドのリソース割当情報を、各単位バンドの下り単位バンドに配置されたＰＤ
ＣＣＨを受信することにより得る。
【００１０】
　また、ＬＴＥ－Ａでは、上り回線および下り回線それぞれにおけるデータ伝送量が互い
に独立であることも予想される。例えば、下り回線では広帯域伝送（４０ＭＨｚの通信帯
域）を行い、上り回線では狭帯域伝送（２０ＭＨｚの通信帯域）を行う場合があり得る。
この場合、端末は、下り回線では２つの下り単位バンドを使用し、上り回線では１つの上
り単位バンドのみを使用する。つまり、上り回線と下り回線とで非対称の単位バンドが用
いられる（例えば、非特許文献５参照）。この場合、２つの下り単位バンドでそれぞれ送
信された下り回線データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、いずれも１つの上り単位バン
ドのＰＵＣＣＨに配置されたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを用いて基地局へ送信される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】3GPP TS 36.211 V8.3.0, “Physical Channels and Modulation (Relea
se 8),” May 2008
【非特許文献２】3GPP TS 36.212 V8.3.0, “Multiplexing and channel coding (Releas
e 8),” May 2008
【非特許文献３】3GPP TS 36.213 V8.3.0, “Physical layer procedures (Release 8),
” May 2008
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【非特許文献４】3GPP TSG RAN WG1 meeting, R1-082468, “Carrier aggregation LTE-A
dvanced,” July 2008
【非特許文献５】3GPP TSG RAN WG1 meeting, R1-083706, “DL/UL Asymmetric Carrier 
aggregation,” September 2008
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上記従来技術のように、複数の下り単位バンド、および、複数の下り単位バンドよりも
数が少ない上り単位バンドを用いる場合（上り回線と下り回線とで非対称の単位バンドを
用いる場合）、上り単位バンドでは、複数の下り単位バンド毎の下り回線データに対する
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を割り当てるためのＰＵＣＣＨ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース）を確
保する必要がある。このように、すべての下り単位バンド毎のＣＣＥにそれぞれ対応付け
られたＰＵＣＣＨ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース）を確保すると、上り単位バンドではＰＵ
ＣＣＨに要するリソース量が膨大になる。よって、端末の上り回線データを割り当てる上
りリソース（例えば、ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel））に確保されるリ
ソース量が少なくなるため、データのスループットが低下してしまう。
【００１３】
　そこで、例えば、１つの上り単位バンドに配置されたＰＵＣＣＨ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソース）を複数の下り単位バンド間で共有すること、つまり、すべての単位バンドで１つ
のＰＵＣＣＨ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース）を確保することが考えられる。具体的には、
上り単位バンドでは、下り単位バンド当たりのＣＣＥ数（または、複数の下り単位バンド
間で最大のＣＣＥ数）に対応するＰＵＣＣＨを確保する。そして、各下り単位バンドの同
一ＣＣＥ番号のＣＣＥが同一のＰＵＣＣＨに対応付けられる。よって、端末は、いずれの
下り単位バンドのＣＣＥで割り当てられた下り回線データであるかにかかわらず、そのＣ
ＣＥに対応付けられたＰＵＣＣＨ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース）を使用して、下り回線デ
ータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信する。
【００１４】
　例えば、端末が２つの単位バンド（単位バンド１および単位バンド２）を使用する場合
について説明する。下り回線のみで広帯域伝送（例えば、４０ＭＨｚの通信帯域）を行う
場合、端末は、例えば、下り回線では、単位バンド１および単位バンド２の双方の下り単
位バンドを使用し、上り回線では、単位バンド２の上り単位バンドを使用せずに、単位バ
ンド１の上り単位バンドのみを使用する。また、ここでは、２つの下り単位バンドには、
ＬＴＥ端末を収容できるように、同一のＣＣＥ番号が付されたＣＣＥ（例えば、ＣＣＥ＃
１，＃２，…）が配置されている。また、上り単位バンドでは、例えば、ＣＣＥ＃１に対
応付けられたＰＵＣＣＨ＃１およびＣＣＥ＃２に対応付けられたＰＵＣＣＨ＃２が配置さ
れている。よって、単位バンド１の下り単位バンドおよび単位バンド２の下り単位バンド
にそれぞれ配置された同一ＣＣＥ番号のＣＣＥ＃１は、ＰＵＣＣＨ＃１に共通して対応付
けられる。同様に、単位バンド１の下り単位バンドおよび単位バンド２の下り単位バンド
にそれぞれ配置された同一ＣＣＥ番号のＣＣＥ＃２は、ＰＵＣＣＨ＃２に共通して対応付
けられる。これにより、上り単位バンド内の制御チャネルに要するリソース量を増やすこ
となく、データのスループットの低下を防ぐことができる。また、端末毎に複数のＣＣＥ
を使用してＰＤＣＣＨを構成する場合があること、または、ＣＣＥを使用して上り回線デ
ータの割当情報を含むＰＤＣＣＨを構成する場合があること（すなわち、端末でのＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号の送信が不要な場合）を考慮すると、上り単位バンドに配置されたすべて
のＰＵＣＣＨが同時に使用される確率は低い。そのため、ＰＵＣＣＨを複数の単位バンド
間で共有することにより、ＰＵＣＣＨのリソース使用効率を向上させることができる。
【００１５】
　しかしながら、複数の下り単位バンド間で１つの上り単位バンドに配置されたＰＵＣＣ
Ｈを共有する方法では、基地局では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の衝突を避けるために、各端
末へのＣＣＥの割当に制限が生じる。例えば、単位バンド１の下り単位バンドのＣＣＥ＃



(6) JP 5586768 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

１で構成されるＰＤＣＣＨを使用して割り当てられた下り回線データに対するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号は、ＣＣＥ＃１に対応付けられたＰＵＣＣＨ＃１に割り当てられる。よって、
単位バンド２の下り単位バンドでは、下り回線データの割当にＣＣＥ＃１が使用されると
、ＰＵＣＣＨ＃１において単位バンド１との間で衝突が発生する。このため、基地局は、
単位バンド２では、ＣＣＥ＃１を割り当てることができなくなる。さらに、上述したよう
に、端末毎に使用できるＣＣＥ領域（サーチスペース）が設定されるため、各端末宛ての
ＰＤＣＣＨを割り当てるＣＣＥはさらに限られる。
【００１６】
　特に、端末に設定される下り単位バンド数が多くなるほど、基地局における、端末への
ＣＣＥ割当の自由度はより低下する。例えば、５個の下り単位バンドおよび１個の上り単
位バンドを使用する端末に対して、６個のＣＣＥで構成されるサーチスペースが設定され
る場合について説明する。１ＣＣＥ単位でＰＤＣＣＨを用いる場合には、その端末宛ての
ＣＣＥ割当候補は各下り単位バンドのサーチスペース内でそれぞれ６個である。ここで、
サーチスペース内の６個のＣＣＥのうち、２個のＣＣＥが他の端末宛てのＰＤＣＣＨに割
り当てられた場合、端末に割当可能なＣＣＥ（サーチスペース内の残りのＣＣＥ）は４個
となる。よって、５個の下り単位バンドすべてにＰＤＣＣＨを割り当てることができなく
なる。また、下り単位バンドのＣＣＥには、優先度がより高い報知情報を示す制御チャネ
ル（例えば、ＢＣＨ：Broadcast Channel）が割り当てられる場合があるため、この場合
、サーチスペース内の割当可能なＣＣＥの数はさらに減少してしまい、データ送信が制限
されてしまう。
【００１７】
　本発明の目的は、下り回線のみで広帯域伝送を行う場合でも、複数の単位バンド間でＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ信号が衝突することなく、ＣＣＥの割当を柔軟に行うことができる端末装
置、通信方法及び集積回路を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の一態様に係る端末装置は、一つ又は複数のcomponent carrierが設定された端
末装置であって、複数のコントロール・チャネル・エレメント（ＣＣＥ）から構成される
サーチスペース内のＣＣＥで送信された、前記component carrierにおいて割り当てられ
たリソースを示すリソース割当情報を含む下り制御チャネルを復号する受信部と、前記下
り制御チャネルが送信された前記ＣＣＥの番号に対応付けられた番号の上り制御チャネル
で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信する送信部と、を有し、ｎ番目のcomponent carrierに
対するサーチスペースの終了位置であるＣＣＥの番号と、ｎ＋１番目のcomponent carrie
rに対するサーチスペースの開始位置であるＣＣＥの番号とが連続する構成を採る。
【００１９】
　本発明の一態様に係る通信方法は、一つ又は複数のcomponent carrierが設定された端
末における通信方法であって、複数のコントロール・チャネル・エレメント（ＣＣＥ）か
ら構成されるサーチスペース内のＣＣＥで送信された、前記component carrierにおいて
割り当てられたリソースを示すリソース割当情報を含む下り制御チャネルを復号し、前記
下り制御チャネルが送信された前記ＣＣＥの番号に対応付けられた上り制御チャネルで、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信し、ｎ番目のcomponent carrierに対するサーチスペースの
終了位置であるＣＣＥの番号と、ｎ＋１番目のcomponent carrierに対するサーチスペー
スの開始位置であるＣＣＥの番号とが連続するようにする。
【００２０】
　本発明の一態様に係る集積回路は、一つ又は複数のcomponent carrierが設定された端
末における処理を制御する集積回路であって、複数のコントロール・チャネル・エレメン
ト（ＣＣＥ）から構成されるサーチスペース内のＣＣＥで送信された、前記component ca
rrierにおいて割り当てられたリソースを示すリソース割当情報を含む下り制御チャネル
を復号する処理と、前記下り制御チャネルが送信された前記ＣＣＥの番号に対応付けられ
た上り制御チャネルで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信する処理と、を制御し、ｎ番目のco
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mponent carrierに対するサーチスペースの終了位置であるＣＣＥの番号と、ｎ＋１番目
のcomponent carrierに対するサーチスペースの開始位置であるＣＣＥの番号とが連続す
る構成を採る。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、下り回線のみで広帯域伝送を行う場合でも、複数の単位バンド間でＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ信号が衝突することなく、ＣＣＥの割当を柔軟に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施の形態１に係る基地局の構成を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態１に係る端末の構成を示すブロック図
【図３】本発明の実施の形態１に係る各ＣＣＥに対応付けられたＰＵＣＣＨのリソースを
示す図
【図４】本発明の実施の形態１に係る端末に設定された単位バンドを示す図
【図５】本発明の実施の形態１に係る各単位バンドのサーチスペースの設定方法を示す図
【図６】本発明の実施の形態１に係る各単位バンドのサーチスペースの設定方法を示す図
【図７】本発明の実施の形態２に係る各単位バンドのサーチスペースの設定方法を示す図
【図８】本発明の実施の形態３に係る各単位バンドのサーチスペース開始位置の設定方法
を示す図
【図９】本発明の実施の形態３に係る各単位バンドのサーチスペース開始位置の他の設定
方法を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、実施の形態
において、同一の構成要素には同一の符号を付し、その説明は重複するので省略する。
【００２４】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態に係る基地局１００の構成を示すブロック図である。
【００２５】
　図１に示す基地局１００において、設定部１０１は、例えば、所要伝送レートやデータ
伝送量に従って、端末毎に上り回線および下り回線にそれぞれ使用する１つまたは複数の
単位バンドを設定（configure）する。そして、設定部１０１は、各端末に設定した単位
バンドを含む設定情報を制御部１０２、ＰＤＣＣＨ生成部１０３および変調部１０６に出
力する。
【００２６】
　制御部１０２は、端末の上り回線データを割り当てる上りリソース（例えば、ＰＵＳＣ
Ｈ）を示す上りリソース割当情報、および、端末宛ての下り回線データを割り当てる下り
リソース（例えば、ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel））を示す下りリソ
ース割当情報を生成する。そして、制御部１０２は、上りリソース割当情報をＰＤＣＣＨ
生成部１０３および抽出部１１６に出力し、下りリソース割当情報をＰＤＣＣＨ生成部１
０３および多重部１０８に出力する。ここで、制御部１０２は、設定部１０１から入力さ
れる設定情報に基づいて、上りリソース割当情報および下りリソース割当情報を、各端末
に設定した下り単位バンドに配置されたＰＤＣＣＨに割り当てる。具体的には、制御部１
０２は、下りリソース割当情報を、その下りリソース割当情報に示されるリソース割当対
象の下り単位バンドに配置されたＰＤＣＣＨに割り当てる。また、制御部１０２は、上り
リソース割当情報を、その上り割当情報に示されるリソース割当対象の上り単位バンドと
対応付けられた下り単位バンドに配置されたＰＤＣＣＨに割り当てる。なお、ＰＤＣＣＨ
は、１つまたは複数のＣＣＥで構成される。
【００２７】
　ＰＤＣＣＨ生成部１０３は、制御部１０２から入力される上りリソース割当情報および
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下りリソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ信号を生成する。また、ＰＤＣＣＨ生成部１０３
は、上りリソース割当情報および下りリソース割当情報が割り当てられたＰＤＣＣＨ信号
にＣＲＣビットを付加し、さらにＣＲＣビットを端末ＩＤでマスキング（または、スクラ
ンブリング）する。そして、ＰＤＣＣＨ生成部１０３は、マスキング後のＰＤＣＣＨ信号
を、変調部１０４に出力する。
【００２８】
　変調部１０４は、ＰＤＣＣＨ生成部１０３から入力されるＰＤＣＣＨ信号をチャネル符
号化後に変調して、変調後のＰＤＣＣＨ信号を割当部１０５に出力する。
【００２９】
　割当部１０５は、変調部１０４から入力される各端末のＰＤＣＣＨ信号を、端末毎のサ
ーチスペース内のＣＣＥにそれぞれ割り当てる。ここで、割当部１０５は、複数の下り単
位バンド、および、複数の下り単位バンドよりも少ない数の上り単位バンドを使用して通
信する端末に対して、複数の下り単位バンド毎に互いに異なるサーチスペースを設定する
。例えば、割当部１０５は、各端末に設定された複数の下り単位バンド毎のサーチスペー
スを、各端末の端末ＩＤおよびランダム化を行うハッシュ関数を用いて算出されるＣＣＥ
番号と、サーチスペースを構成するＣＣＥ数（Ｌ）とから算出する。そして、割当部１０
５は、ＣＣＥに割り当てたＰＤＣＣＨ信号を多重部１０８に出力する。また、割当部１０
５は、ＰＤＣＣＨ信号（リソース割当情報）が割り当てられたＣＣＥを示す情報をＡＣＫ
／ＮＡＣＫ受信部１１９に出力する。
【００３０】
　変調部１０６は、設定部１０１から入力される設定情報を変調して、変調後の設定情報
を多重部１０８に出力する。
【００３１】
　変調部１０７は、入力される送信データ（下り回線データ）をチャネル符号化後に変調
して、変調後の送信データ信号を多重部１０８に出力する。
【００３２】
　多重部１０８は、割当部１０５から入力されるＰＤＣＣＨ信号、変調部１０６から入力
される設定情報および変調部１０７から入力されるデータ信号（つまり、ＰＤＳＣＨ信号
）を多重する。ここで、多重部１０８は、制御部１０２から入力される下りリソース割当
情報に基づいて、ＰＤＣＣＨ信号およびデータ信号（ＰＤＳＣＨ信号）を各下り単位バン
ドにマッピングする。なお、多重部１０８は、設定情報をＰＤＳＣＨにマッピングしても
よい。そして、多重部１０８は、多重信号をＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transform
）部１０９に出力する。
【００３３】
　ＩＦＦＴ部１０９は、多重部１０８から入力される多重信号を時間波形に変換し、ＣＰ
（Cyclic Prefix）付加部１１０は、この時間波形にＣＰを付加することによりＯＦＤＭ
信号を得る。
【００３４】
　送信ＲＦ部１１１は、ＣＰ付加部１１０から入力されるＯＦＤＭ信号に対して送信無線
処理（アップコンバート、ディジタルアナログ（Ｄ／Ａ）変換など）を施し、アンテナ１
１２を介して送信する。
【００３５】
　一方、受信ＲＦ部１１３は、アンテナ１１２を介して受信帯域で受信した受信無線信号
に対して受信無線処理（ダウンコンバート、アナログディジタル（Ａ／Ｄ）変換など）を
施し、得られた受信信号をＣＰ除去部１１４に出力する。
【００３６】
　ＣＰ除去部１１４は、受信信号からＣＰを除去し、ＦＦＴ（Fast Fourier Transform）
部１１５は、ＣＰ除去後の受信信号を周波数領域信号に変換する。
【００３７】
　抽出部１１６は、制御部１０２から入力される上りリソース割当情報に基づいて、ＦＦ
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Ｔ部１１５から入力される周波数領域信号から上り回線データを抽出する。そして、ＩＤ
ＦＴ（Inverse Discrete Fourier transform）部１１７は、抽出信号を時間領域信号に変
換し、その時間領域信号をデータ受信部１１８およびＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信部１１９に出
力する。
【００３８】
　データ受信部１１８は、ＩＤＦＴ部１１７から入力される時間領域信号を復号する。そ
して、データ受信部１１８は、復号後の上り回線データを受信データとして出力する。
【００３９】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信部１１９は、ＩＤＦＴ部１１７から入力される時間領域信号のう
ち、下り回線データ（ＰＤＳＣＨ信号）に対する各端末からのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を、
その下り回線データの割当に使用されたＣＣＥに対応付けられたＰＵＣＣＨから抽出する
。そして、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信部１１９は、抽出したＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号のＡＣＫ／
ＮＡＣＫ判定を行う。ここで、基地局１００（割当部１０５）が複数の単位バンドの下り
回線データ（ＰＤＳＣＨ信号）の下りリソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ信号を、複数の
単位バンドの下り単位バンドのＣＣＥに割り当てた場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信部１１９
は、それぞれのＣＣＥのＣＣＥ番号に対応付けられたＰＵＣＣＨから、複数のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号を抽出する。
【００４０】
　図２は、本実施の形態に係る端末２００の構成を示すブロック図である。端末２００は
、複数の下り単位バンドを使用してデータ信号（下り回線データ）を受信し、そのデータ
信号に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を１つの上り単位バンドのＰＵＣＣＨを用いて基地局
１００へ送信する。
【００４１】
　図２に示す端末２００において、受信ＲＦ部２０２は、受信帯域を変更可能に構成され
ており、設定情報受信部２０６から入力される帯域情報に基づいて、受信帯域を変更する
。そして、受信ＲＦ部２０２は、アンテナ２０１を介して受信帯域で受信した受信無線信
号（ここでは、ＯＦＤＭ信号）に対して受信無線処理（ダウンコンバート、アナログディ
ジタル（Ａ／Ｄ）変換など）を施し、得られた受信信号をＣＰ除去部２０３に出力する。
【００４２】
　ＣＰ除去部２０３は、受信信号からＣＰを除去し、ＦＦＴ部２０４はＣＰ除去後の受信
信号を周波数領域信号に変換する。この周波数領域信号は、分離部２０５に出力される。
【００４３】
　分離部２０５は、ＦＦＴ部２０４から入力される信号を、設定情報を含む上位レイヤの
制御信号（例えば、ＲＲＣシグナリング等）とＰＤＣＣＨ信号とデータ信号（つまり、Ｐ
ＤＳＣＨ信号）とに分離する。そして、分離部２０５は、制御情報を設定情報受信部２０
６に出力し、ＰＤＣＣＨ信号をＰＤＣＣＨ受信部２０７に出力し、ＰＤＳＣＨ信号をＰＤ
ＳＣＨ受信部２０８に出力する。
【００４４】
　設定情報受信部２０６は、分離部２０５から入力される制御信号から、自端末に設定さ
れた上り単位バンドおよび下り単位バンドを示す情報を読み取り、読み取った情報を帯域
情報としてＰＤＣＣＨ受信部２０７、受信ＲＦ部２０２および送信ＲＦ部２１５に出力す
る。また、設定情報受信部２０６は、分離部２０５から入力される制御信号から、自端末
に設定された端末ＩＤを示す情報を読み取り、読み取った情報を端末ＩＤ情報としてＰＤ
ＣＣＨ受信部２０７に出力する。
【００４５】
　ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、分離部２０５から入力されるＰＤＣＣＨ信号をブラインド
復号して、自端末宛てのＰＤＣＣＨ信号を得る。ここで、ＰＤＣＣＨ信号は、設定情報受
信部２０６から入力される帯域情報に示される、自端末に設定された下り単位バンドに配
置されたＣＣＥ（すなわち、ＰＤＣＣＨ）にそれぞれ割り当てられている。具体的には、
まず、ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、設定情報受信部２０６から入力される端末ＩＤ情報に
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示される自端末の端末ＩＤを用いて自端末のサーチスペースを算出する。ここで、算出さ
れるサーチスペース（サーチスペースを構成するＣＣＥのＣＣＥ番号）は、自端末に設定
された複数の下り単位バンド毎に互いに異なる。そして、ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、算
出したサーチスペース内の各ＣＣＥに割り当てられたＰＤＣＣＨ信号を復調および復号す
る。そして、ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、復号後のＰＤＣＣＨ信号に対して、端末ＩＤ情
報に示される自端末の端末ＩＤでＣＲＣビットをデマスキングすることによりＣＲＣ＝Ｏ
Ｋ（誤り無し）となったＰＤＣＣＨ信号を自端末宛てのＰＤＣＣＨ信号であると判定する
。ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、ＰＤＣＣＨ信号が送信されている単位バンド毎に上記ブラ
インド復号を行うことにより、その単位バンドのリソース割当情報を取得する。そして、
ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、自端末宛てのＰＤＣＣＨ信号に含まれる下りリソース割当情
報をＰＤＳＣＨ受信部２０８に出力し、上りリソース割当情報をマッピング部２１２に出
力する。また、ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、自端末宛てのＰＤＣＣＨ信号が検出されたＣ
ＣＥ（ＣＲＣ＝ＯＫとなるＣＣＥ）のＣＣＥ番号をマッピング部２１２に出力する。
【００４６】
　ＰＤＳＣＨ受信部２０８は、ＰＤＣＣＨ受信部２０７から入力される下りリソース割当
情報に基づいて、分離部２０５から入力されるＰＤＳＣＨ信号から受信データ（下り回線
データ）を抽出する。また、ＰＤＳＣＨ受信部２０８は、抽出した受信データ（下り回線
データ）に対して誤り検出を行う。そして、ＰＤＳＣＨ受信部２０８は、誤り検出の結果
、受信データに誤りがある場合にはＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号としてＮＡＣＫ信号を生成し、
受信データに誤りが無い場合にはＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号としてＡＣＫ信号を生成する。そ
して、ＰＤＳＣＨ受信部２０８は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を変調部２０９に出力する。
【００４７】
　変調部２０９は、ＰＤＳＣＨ受信部２０８から入力されるＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を変調
し、変調後のＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をＤＦＴ（Discrete Fourier transform）部２１１に
出力する。
【００４８】
　変調部２１０は、送信データ（上り回線データ）を変調し、変調後のデータ信号をＤＦ
Ｔ部２１１に出力する。
【００４９】
　ＤＦＴ部２１１は、変調部２０９から入力されるＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号および変調部２
１０から入力されるデータ信号を周波数領域に変換し、得られる複数の周波数成分をマッ
ピング部２１２に出力する。
【００５０】
　マッピング部２１２は、ＰＤＣＣＨ受信部２０７から入力される上りリソース割当情報
に従って、ＤＦＴ部２１１から入力される複数の周波数成分のうち、データ信号に相当す
る周波数成分を、上り単位バンドに配置されたＰＵＳＣＨにマッピングする。また、マッ
ピング部２１２は、ＰＤＣＣＨ受信部２０７から入力されるＣＣＥ番号に従って、ＤＦＴ
部２１１から入力される複数の周波数成分のうち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号に相当する周波
数成分またはコードリソースを、上り単位バンドに配置されたＰＵＣＣＨにマッピングす
る。
【００５１】
　例えば、図３に示すように、１次拡散系列（ＺＡＣ（Zero Auto Correlation）系列の
巡回シフト量）と２次拡散系列（ウォルシュ系列のようなブロックワイズ拡散コード（Bl
ock-wise spreading code））とによりＰＵＣＣＨのリソースが定義される。すなわち、
マッピング部２１２では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、ＰＤＣＣＨ受信部２０７から入力さ
れるＣＣＥ番号に対応付けられた１次拡散系列と２次拡散系列とに割り当てられる。また
、図３に示すＰＵＣＣＨは、複数の下り単位バンドで共有する。よって、複数の下り単位
バンドでＰＤＳＣＨ信号が送信された場合、マッピング部２１２は、各下り単位バンドで
送信されたＰＤＳＣＨ信号に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を、そのＰＤＳＣＨ信号の割当
に使用されたＣＣＥのＣＣＥ番号に対応付けられたＰＵＣＣＨのリソースにそれぞれ割り
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当てる。例えば、単位バンド１の下り単位バンドのＣＣＥ０＃を使用して割り当てられた
ＰＤＳＣＨ信号に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、図３に示すＣＣＥ＃０に対応するＰＵ
ＣＣＨのリソースに割り当てられる。同様に、例えば、単位バンド２の下り単位バンドの
ＣＣＥ２＃を使用して割り当てられたＰＤＳＣＨ信号に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、
図３に示すＣＣＥ＃２に対応するＰＵＣＣＨのリソースに割り当てられる。
【００５２】
　なお、変調部２０９、変調部２１０、ＤＦＴ部２１１およびマッピング部２１２は単位
バンド毎に設けられてもよい。
【００５３】
　ＩＦＦＴ部２１３は、ＰＵＳＣＨにマッピングされた複数の周波数成分を時間領域波形
に変換し、ＣＰ付加部２１４は、その時間領域波形にＣＰを付加する。
【００５４】
　送信ＲＦ部２１５は、送信帯域を変更可能に構成されており、設定情報受信部２０６か
ら入力される帯域情報に基づいて、送信帯域を設定する。そして、送信ＲＦ部２１５は、
ＣＰが付加された信号に送信無線処理（アップコンバート、ディジタルアナログ（Ｄ／Ａ
）変換など）を施してアンテナ２０１を介して送信する。
【００５５】
　次に、基地局１００および端末２００の動作の詳細について説明する。
【００５６】
　以下の説明では、基地局１００の設定部１０１（図１）は、図４に示すように、２つの
下り単位バンド（単位バンド１および単位バンド２）および１つの上り単位バンド（単位
バンド１）を端末２００に設定する。すなわち、図４に示すように、設定部１０１は、端
末２００に対して、単位バンド１では上り単位バンドおよび下り単位バンドの双方を設定
する一方、単位バンド２では、上り単位バンドを設定しないで（未設定）、下り単位バン
ドのみを設定する。すなわち、基地局１００と端末２００とは、２つの下り単位バンド、
および、下り単位バンドよりも少ない数の１つの上り単位バンドを使用して通信する。
【００５７】
　また、各下り単位バンドに配置されるＰＤＣＣＨは、図４に示すように、複数のＣＣＥ
（ＣＣＥ＃１，ＣＣＥ＃２，ＣＣＥ＃３…）で構成される。また、図４に示すように、単
位バンド１および単位バンド２は、単位バンド１の上り単位バンドに配置されたＰＵＣＣ
Ｈ（例えば、図３）を共有する。よって、端末２００は、いずれの単位バンドで受信した
ＰＤＳＣＨ信号であるかにかかわらず、そのＰＤＳＣＨ信号の割当に使用されたＣＣＥに
対応付けられた、単位バンド１の上り単位バンドに配置されたＰＵＣＣＨを使用してＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ信号を基地局１００へ送信する。
【００５８】
　ここで、割当部１０５は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号用のＰＵＣＣＨ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソース）が複数の下り単位バンド間で衝突しないように、下りリソース割当情報を含むＰ
ＤＣＣＨ信号をＣＣＥに割り当てる。例えば、図４に示すように、単位バンド１の下りリ
ソース割当情報（つまり、単位バンド１のＰＤＳＣＨの割当を示す情報）を含むＰＤＣＣ
Ｈ信号が単位バンド１の下り単位バンドのＣＣＥ＃１に割り当てられている。この場合、
割当部１０５は、単位バンド２の下り単位バンドでは、単位バンド２の下りリソース割当
情報（つまり、単位バンド２のＰＤＳＣＨの割当を示す情報）を含むＰＤＣＣＨ信号を、
ＣＣＥ＃１以外のＣＣＥ（図４では、ＣＣＥ＃２）に割り当てる。一方、単位バンド１の
下りリソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ信号をＣＣＥに割り当てる場合には、割当部１０
５は、単位バンド１の下りリソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ信号を、単位バンド２の下
り単位バンドで使用されているＣＣＥ＃２以外のＣＣＥに割り当てる。ここで、単位バン
ド２の上り単位バンド（端末２００では未設定）が設定された他の端末は、基地局１００
へのＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の送信に、単位バンド２の上り単位バンドに配置されたＰＵＣ
ＣＨを使用する。よって、単位バンド１の上り単位バンドに配置されたＰＵＣＣＨでは端
末２００と他の端末との間で衝突が生じない。このため、割当部１０５は、単位バンド２
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の下り単位バンドでは、他の端末宛ての下りリソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ信号を、
単位バンド１で使用されているＣＣＥ＃１に割り当ててもよい（図示せず）。
【００５９】
　また、割当部１０５は、端末２００に設定した複数の単位バンド（図４では単位バンド
１および単位バンド２）毎に互いに異なるサーチスペースを設定する。すなわち、割当部
１０５は、端末２００に設定される単位バンド数に応じた複数のサーチスペースを設定す
る。そして、割当部１０５は、端末２００宛てのＰＤＣＣＨ信号を、単位バンド毎に設定
されたサーチスペース内のＣＣＥに割り当てる。以下、割当部１０５におけるサーチスペ
ースの設定方法１および２について説明する。
【００６０】
　＜設定方法１（図５）＞
　本設定方法では、割当部１０５は、各端末に設定された複数の単位バンド毎のサーチス
ペースが互いに隣接するように、複数の単位バンド毎に異なるサーチスペースを設定する
。
【００６１】
　具体的には、割当部１０５は、まず、ｎ番目の単位バンドｎ（ｎ＝１，２，…）のサー
チスペースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓｎを、演算式ｈ（ＮＵＥＩＤ）ｍｏｄＮＣＣＥ

，ｎから算出する。そして、割当部１０５は、単位バンドｎのサーチスペースとして、Ｃ
ＣＥ番号Ｓｎ～（Ｓｎ＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎのＣＣＥを設定する。ここで、
演算式ｈ（ｘ）は入力データをｘとしてランダム化を行うハッシュ関数であり、ＮＵＥＩ

Ｄは端末２００に設定された端末ＩＤであり、ＮＣＣＥ，ｎは単位バンドｎのＣＣＥ総数
であり、Ｌはサーチスペースを構成するＣＣＥ数である。また、演算子ｍｏｄはｍｏｄｕ
ｌｏ演算を表し、各関係式により算出されるＣＣＥ番号が各単位バンドのＣＣＥ総数より
も大きくなる場合には、ｍｏｄｕｌｏ演算により、先頭のＣＣＥ番号０に戻される。以下
の関係式についても同様である。つまり、割当部１０５は、端末２００の単位バンドｎの
サーチスペースとして、サーチスペースの開始位置からＣＣＥ数Ｌだけの連続したＣＣＥ
までを設定する。
【００６２】
　次いで、割当部１０５は、ｎ＋１番目の単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペースの開始
位置であるＣＣＥ番号Ｓｎ＋１を、（Ｓｎ＋Ｌ）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎに設定する。そして
、割当部１０５は、単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペースとして、ＣＣＥ番号Ｓｎ＋１

～（Ｓｎ＋１＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎ＋１のＣＣＥを設定する。
【００６３】
　これにより、単位バンドｎのサーチスペースの終了位置であるＣＣＥ番号（Ｓｎ＋（Ｌ
－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎと、単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペースの開始位置であ
るＣＣＥ番号（Ｓｎ＋Ｌ）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎとは、連続するＣＣＥ番号となる。すなわ
ち、単位バンドｎのサーチスペースおよび単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペースは、互
いに異なるＣＣＥ番号のＣＣＥで構成され、さらに、単位バンドｎのサーチスペースおよ
び単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペースは互いに隣接する。
【００６４】
　具体的に、図５に示すように、単位バンド１のサーチスペースの開始位置であるＣＣＥ
番号Ｓ１が、例えば、ハッシュ関数ｈ（ＮＵＥＩＤ）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎから算出して、
ＣＣＥ＃３である場合について説明する。ここでは、サーチスペースを構成するＣＣＥ数
Ｌを６個とし、単位バンド１のＣＣＥ総数ＮＣＣＥ，１および単位バンド２のＣＣＥ総数
ＮＣＣＥ，２がそれぞれ１５個より多い場合（すなわち、図５において、ｍｏｄｕｌｏ演
算を考慮しない場合）について説明する。
【００６５】
　よって、図５に示すように、割当部１０５は、単位バンド１のサーチスペースとして、
ＣＣＥ＃３～＃８（＝（３＋（６－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，１）を設定する。また、図５
に示すように、割当部１０５は、単位バンド２のサーチスペースの開始位置のＣＣＥ番号
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を＃９（＝（３＋６）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎ）に設定し、単位バンド２のサーチスペースと
して、ＣＣＥ＃９～＃１４（＝（９＋（６－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，２）を設定する。
【００６６】
　図５に示すように、単位バンド１のサーチスペース（ＣＣＥ＃３～＃８）および単位バ
ンド２のサーチスペース（ＣＣＥ＃９～＃１４）は、互いに異なるＣＣＥ番号のＣＣＥで
構成される。また、単位バンド１のサーチスペース（ＣＣＥ＃３～＃８）および単位バン
ド２のサーチスペース（ＣＣＥ＃９～＃１４）は、互いに隣接する。
【００６７】
　一方、端末２００のＰＤＣＣＨ受信部２０７は、割当部１０５と同様にして、自端末の
端末ＩＤであるＮＵＥＩＤに基づいて、単位バンド１のサーチスペース（図５に示すＣＣ
Ｅ＃３～＃８）および単位バンド２のサーチスペース（図５に示すＣＣＥ＃９～＃１４）
を特定する。そして、ＰＤＣＣＨ受信部２０７は、各単位バンドの特定したサーチスペー
ス内のＣＣＥのみをブラインド復号する。
【００６８】
　また、マッピング部２１２は、各単位バンドの下り単位バンドのＣＣＥを使用して割り
当てられたＰＤＳＣＨ信号（下り回線データ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を、そのＣ
ＣＥに対応付けられたＰＵＣＣＨにマッピングする。例えば、図５では、マッピング部２
１２は、単位バンド１のＣＣＥ＃３～８のいずれかを使用して割り当てられたＰＤＳＣＨ
信号に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を、ＣＣＥ＃３～＃８にそれぞれ対応付けられたＰＵ
ＣＣＨ（例えば、図示しないＰＵＣＣＨ＃３～＃８）にマッピングする。一方、図５にお
いて、マッピング部２１２は、単位バンド２のＣＣＥ＃９～１４のいずれかを使用して割
り当てられたＰＤＳＣＨ信号に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を、ＣＣＥ＃９～＃１４にそ
れぞれ対応付けられたＰＵＣＣＨ（例えば、図示しないＰＵＣＣＨ＃９～＃１４）にマッ
ピングする。
【００６９】
　このように、マッピング部２１２では、各単位バンドの下り単位バンドのＣＣＥを使用
して割り当てられたＰＤＳＣＨ信号に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、単位バンド毎に互
いに異なるＰＵＣＣＨにマッピングされる。つまり、端末２００に設定された単位バンド
１と単位バンド２との間では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の衝突は発生しない。
【００７０】
　また、例えば、図５に示すように、単位バンド１および単位バンド２の双方のＣＣＥ＃
０～＃５がＢＣＨ等のスケジューリングに用いられ、単位バンド１のＣＣＥ＃７，＃８、
および、単位バンド２のＣＣＥ＃１３，＃１４が端末２００以外の他の端末に用いられる
とする。この場合、単位バンド１で設定されたサーチスペース内ではＣＣＥ＃６のみが端
末２００に割当可能である。そのため、割当部１０５は、端末２００宛ての単位バンド１
のリソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ信号を、ＣＣＥ＃６に割り当てる。一方、単位バン
ド２で設定されたサーチスペース内ではＣＣＥ＃９～＃１２が割当可能である。そのため
、割当部１０５は、端末２００宛ての単位バンド２のリソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ
信号を、ＣＣＥ＃９～＃１２のいずれかに割り当てることができる。
【００７１】
　つまり、単位バンド２の下り単位バンドでは、基地局１００は、単位バンド１の下り単
位バンドにおけるＣＣＥの割当の制限（図５では、ＣＣＥ＃６のみしか割り当てできない
という制限）によらず、ＰＤＣＣＨ信号をＣＣＥに割り当てることができる。すなわち、
基地局１００は、１つの端末に設定された複数の下り単位バンド毎に互いに異なるサーチ
スペースを設定する。このため、端末２００に設定した各単位バンドの下り単位バンドに
おいて、端末２００に設定した他の異なる単位バンドのＣＣＥ割当による制限を受けるこ
となく、各下り単位バンドにおいてＣＣＥ割当を行うことができる。これにより、基地局
１００では、ＰＤＣＣＨ信号をＣＣＥに割り当てられないことによりデータ送信が制限さ
れる可能性を低減することができる。
【００７２】
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　このように、本設定方法によれば、基地局は、端末に設定した複数の下り単位バンド毎
に互いに異なるサーチスペースを設定する。これにより、端末は、互いに異なる単位バン
ドの下り単位バンドのＣＣＥ（ＰＤＣＣＨ）を使用して割り当てられたＰＤＳＣＨ信号（
下り回線データ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を、複数の単位バンド毎に互いに異なる
ＰＵＣＣＨにマッピングすることができる。よって、下り回線のみで広帯域伝送を行う場
合、つまり、上り回線で狭帯域伝送を行う場合でも、基地局は、単位バンド間でのＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号の衝突を発生させることなく、リソース割当情報を含むＰＤＣＣＨ信号を
ＣＣＥに割り当てることができる。よって、本設定方法によれば、下り回線のみで広帯域
伝送を行う場合でも、複数の単位バンド間でＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が衝突することなく、
ＣＣＥの割当を柔軟に行うことができる。
【００７３】
　さらに、本設定方法によれば、端末に設定された複数の単位バンド毎のサーチスペース
は互いに隣接する。これにより、基地局は、端末に設定された複数の単位バンド間でそれ
ぞれ使用するＣＣＥの間隔を空けることなくサーチスペースを設定することができる。こ
のため、例えば、単位バンド毎のＣＣＥ総数が少ない場合、または、端末に設定される下
り単位バンドの数が多い場合には、基準となる単位バンド（例えば、図５に示す単位バン
ド１）のサーチスペースに基づいて設定される他の単位バンド（例えば、図５に示す単位
バンド２）のサーチスペースが末尾のＣＣＥから先頭のＣＣＥに折り返して設定する。こ
れにより、基準となる単位バンド（図５に示す単位バンド１）のサーチスペースと重複す
る可能性を低減することができる。
【００７４】
　＜設定方法２（図６）＞
　本設定方法では、各端末に設定された複数の単位バンド毎のサーチスペース開始位置間
のＣＣＥ間隔（すなわち、サーチスペース開始位置のオフセット）を、複数の端末毎に異
ならせる。
【００７５】
　上述したように、設定方法１では、単位バンド１（または、単位バンドｎ）のサーチス
ペースに開始位置に基づいて、他の単位バンド２（または、単位バンド（ｎ＋１））以降
の単位バンドのサーチスペースが設定される。
【００７６】
　また、設定方法１の図５では、単位バンド１のサーチスペースの開始位置（ＣＣＥ番号
）は、各端末の端末ＩＤを入力とするハッシュ関数に基づいてランダムに設定される。よ
って、例えば、単位バンド１が設定された複数の端末間では、それぞれの端末ＩＤを用い
たハッシュ関数に基づいて設定される単位バンド１のサーチスペースの開始位置が同一と
なる可能性があり得る。
【００７７】
　その結果、単位バンド１のサーチスペースの開始位置が同一となる端末間では、単位バ
ンド１のサーチスペースが同一となる（重複する）のみでなく、単位バンド２以降のサー
チスペースもすべて同一となってしまう。よって、基地局１００では、ＣＣＥ割当の制限
が発生し、ＣＣＥ割当の自由度が低減してしまう。
【００７８】
　そこで、本設定方法では、割当部１０５は、各端末に設定された複数の単位バンド毎の
サーチスペース開始位置間のオフセット（ＣＣＥ間隔）を、複数の端末毎に異ならせる。
以下、具体的に説明する。
【００７９】
　割当部１０５は、設定方法１と同様にして、ｎ番目の単位バンドｎ（ｎ＝１，２，…）
のサーチスペースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓｎを、ハッシュ関数ｈ（ＮＵＥＩＤ）ｍ
ｏｄＮＣＣＥ，ｎから算出し、単位バンドｎのサーチスペースとして、ＣＣＥ番号Ｓｎ～
（Ｓｎ＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎのＣＣＥを設定する。
【００８０】
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　そして、割当部１０５は、ｎ＋１番目の単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペースの開始
位置であるＣＣＥ番号Ｓｎ＋１を、（Ｓｎ＋Ｍ＋Ｌ）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎに設定する。こ
こで、（Ｍ＋Ｌ）は、サーチスペース開始位置のオフセット（単位バンドｎおよび単位バ
ンド（ｎ＋１）のサーチスペース開始位置間のＣＣＥ間隔）であり、Ｍは端末毎に異なる
ランダムな値である。例えば、Ｍ＝（ＮＵＥＩＤ）ｍｏｄ（ＮＣＣＥ、ｎ－２Ｌ）とする
。この場合、Ｍの最大値は、ＮＣＣＥ、ｎ－２Ｌ－１であるため、ｍｏｄｕｌｏ演算を行
うことにより、単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペースがＣＣＥ＃０に戻り、単位バンド
ｎのサーチスペースと重複してしまうことはない。
【００８１】
　そして、割当部１０５は、設定方法１と同様、単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペース
として、ＣＣＥ番号Ｓｎ＋１～（Ｓｎ＋１＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎ＋１のＣＣ
Ｅを設定する。
【００８２】
　具体的に、図６に示すように、単位バンド１および単位バンド２が端末１および端末２
の双方に設定される場合について説明する。また、端末１および端末２に設定された単位
バンド１のサーチスペースの開始位置のＣＣＥ番号Ｓ１を同一のＣＣＥ＃３とする。また
、また、サーチスペースを構成するＣＣＥ数Ｌを６個とし、端末１に設定されるＭを１０
とし、端末２に設定されるＭを１８とする。よって、端末１に設定されるオフセット（Ｍ
＋Ｌ）を１６とし、端末２に設定されるオフセット（Ｍ＋Ｌ）を２４とする。なお、各端
末に設定されたオフセット（Ｍ＋Ｌ）は、例えば、制御チャネルまたはＰＤＳＣＨを用い
て各端末に通知してもよい。
【００８３】
　よって、図６に示すように、割当部１０５は、端末１および端末２にそれぞれ設定され
た単位バンド１のサーチスペースとして、ＣＣＥ＃３～＃８（＝（３＋（６－１））ｍｏ
ｄＮＣＣＥ，１）を設定する。
【００８４】
　ここで、端末１に設定されたオフセット（Ｍ＋Ｌ）が１６であるので、割当部１０５は
、図６に示すように、端末１に設定された単位バンド２のサーチスペースの開始位置のＣ
ＣＥ番号を＃１９（＝（３＋１０＋６）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎ）に設定する。そして、割当
部１０６は、端末１に設定された単位バンド２のサーチスペースとして、ＣＣＥ＃１９～
＃２４（＝（１９＋（６－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，２）を設定する。
【００８５】
　一方、端末２に設定されたオフセット（Ｍ＋Ｌ）が２４であるので、割当部１０５は、
図６に示すように、端末２に設定された単位バンド２のサーチスペースの開始位置のＣＣ
Ｅ番号を＃２７（＝（３＋２４）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎ）に設定する。そして、割当部１０
６は、端末２に設定された単位バンド２のサーチスペースとして、ＣＣＥ＃２７～＃３２
（＝（２７＋（６－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，２）を設定する。
【００８６】
　よって、図６に示すように、端末１および端末２にそれぞれ設定された単位バンド１の
サーチスペースの開始位置が同一である場合（単位バンド１のサーチスペース（ＣＣＥ＃
３～＃８）が重複する場合）でも、端末１および端末２にそれぞれ設定された単位バンド
２のサーチスペースの開始位置は互いに異なる。よって、例えば、端末２が単位バンド１
のサーチスペース内のＣＣＥをすべて使用する場合、端末１は、単位バンド１のサーチス
ペース内のＣＣＥを使用することができないものの、単位バンド２のサーチスペース内の
ＣＣＥを使用することができる。
【００８７】
　なお、図６に示すように、各端末では、設定方法１と同様、単位バンド１のサーチスペ
ースおよび単位バンド２のサーチスペースは、互いに異なるＣＣＥ番号のＣＣＥで構成さ
れる。
【００８８】
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　一方、端末２００のＰＤＣＣＨ受信部２０７は、本設定方法に係る割当部１０５と同様
にして、基地局１００から通知される自端末のオフセットＭを用いて、自端末に設定され
た単位バンドのサーチスペースを特定し、各単位バンドの特定したサーチスペース内のＣ
ＣＥのみをブラインド復号する。
【００８９】
　このようにして、本設定方法によれば、基地局は、端末に設定した複数の単位バンド毎
のサーチスペースの開始位置間のオフセットを端末毎に異ならせる。これにより、各端末
は、一部の単位バンドのサーチスペースが他の端末と重複することによりＣＣＥの割当が
制限される場合でも、他の単位バンドのサーチスペースでは他の端末と重複することなく
ＣＣＥの割当を行うことができる可能性が高くなる。つまり、本設定方法によれば、複数
の端末間におけるＣＣＥの割当の制限を緩和することができ、かつ、設定方法１と同様に
して各端末に設定された複数の単位バンド間におけるＣＣＥの割当の制限を緩和すること
ができる。よって、本設定方法によれば、ＣＣＥの割当を配置方法１よりもさらに柔軟に
行うことができる。
【００９０】
　以上、割当部１０５におけるサーチスペースの設定方法１および２について説明した。
【００９１】
　このように、本実施の形態によれば、下り回線のみで広帯域伝送を行う場合でも、複数
の単位バンド間でＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が衝突することなく、ＣＣＥの割当を柔軟に行う
ことができる。
【００９２】
　なお、本実施の形態では、複数の下り単位バンドのうち、単位バンド１の下り単位バン
ドを基準として、基地局が他の下り単位バンドのサーチスペースを設定する場合について
説明した。しかし、本発明では、基準とする単位バンドとして、Ａｎｃｈｏｒバンドを用
いてもよい。
【００９３】
　（実施の形態２）
　本実施の形態では、基地局は、複数の下り単位バンド毎にサーチスペースを独立に設定
する。
【００９４】
　本実施の形態に係る基地局１００（図１）の設定部１０１は、各端末に設定された複数
の単位バンド毎に互いに異なる端末ＩＤを設定する。そして、設定部１０１は、各端末に
設定した単位バンド毎の端末ＩＤを示す設定情報を割当部１０５に出力する。
【００９５】
　割当部１０５は、設定部１０１から入力される設定情報に示される各端末に設定された
複数の単位バンド毎の端末ＩＤを用いて、各端末に設定された複数の単位バンド毎のサー
チスペースを設定する。具体的には、割当部１０５は、単位バンド毎のサーチスペースを
、単位バンド毎に設定された端末ＩＤを入力とするハッシュ関数を用いて算出されるＣＣ
Ｅ番号と、サーチスペースを構成するＣＣＥ数（Ｌ）とから算出する。
【００９６】
　一方、端末２００（図２）には、基地局１００の設定部１０１で設定された端末２００
に設定された複数の単位バンド毎の端末ＩＤを示す設定情報が通知される。そして、端末
２００のＰＤＣＣＨ受信部２０７は、割当部１０５と同様にして、自端末に設定された単
位バンド毎の端末ＩＤを用いて、各単位バンドのサーチスペースを特定する。そして、Ｐ
ＤＣＣＨ受信部２０７は、特定した各単位バンドのサーチスペース内のＣＣＥについてブ
ラインド復号する。
【００９７】
　次に、割当部１０５におけるサーチスペースの設定方法について詳細に説明する。ここ
では、設定部１０１で設定される単位バンドｎの端末ＩＤをＮＵＥＩＤ，ｎとする。
【００９８】
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　割当部１０５は、例えば、端末２００に設定された複数の単位バンドｎ（ｎ＝１，２，
…）のサーチスペースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓｎを、ハッシュ関数ｈ（ＮＵＥＩＤ

，ｎ）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎから算出する。そして、割当部１０５は、単位バンドｎのサー
チスペースとして、ＣＣＥ番号Ｓｎ～（Ｓｎ＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎのＣＣＥ
を設定する。
【００９９】
　これにより、各端末に設定された複数の単位バンド毎のサーチスペースは、端末毎、か
つ、単位バンド毎に独立に（つまり、ランダムに）設定される。
【０１００】
　例えば、図７に示すように、単位バンド１および単位バンド２が端末１および端末２の
双方に設定される場合について説明する。ここで、設定部１０１は、端末１に設定された
単位バンド１および単位バンド２のそれぞれに互いに異なる端末ＩＤを設定する。同様に
、設定部１０１は、端末２に設定された単位バンド１および単位バンド２のそれぞれに互
いに異なる端末ＩＤを設定する。図７では、サーチスペースを構成するＣＣＥ数Ｌを６と
する。
【０１０１】
　そして、割当部１０５は、端末１に設定された単位バンド１のサーチスペースの開始位
置であるＣＣＥ番号Ｓ１を、ハッシュ関数ｈ（ＮＵＥＩＤ，１）ｍｏｄＮＣＣＥ，１から
算出する（図７では、ＣＣＥ＃３）。そして、割当部１０５は、端末１に設定された単位
バンド１のサーチスペースとして、ＣＣＥ番号Ｓ１～（Ｓ１＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣ

Ｅ，１のＣＣＥ（図７では、ＣＣＥ＃３～ＣＣＥ＃８）を設定する。同様に、割当部１０
５は、端末１に設定された単位バンド２のサーチスペースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓ

２を、ハッシュ関数ｈ（ＮＵＥＩＤ，２）ｍｏｄＮＣＣＥ，２から算出する（図７では、
ＣＣＥ＃９）。そして、割当部１０５は、端末１に設定された単位バンド２のサーチスペ
ースとして、ＣＣＥ番号Ｓ２～（Ｓ２＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，２のＣＣＥ（図７
では、ＣＣＥ＃９～ＣＣＥ＃１４）を設定する。端末２についても同様にして単位バンド
１のサーチスペース（図７では、ＣＣＥ＃３～ＣＣＥ＃８）および単位バンド２のサーチ
スペース（図７では、ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃５）が互いに独立に設定される。
【０１０２】
　割当部１０５が端末１および端末２の双方の単位バンド１および単位バンド２のサーチ
スペースを互いに独立に設定すると、図７に示すように、ある単位バンド（図７では単位
バンド１）で各端末のサーチスペースが重複する可能性がある。しかし、割当部１０５は
、各単位バンドのサーチスペースを、端末間および単位バンド間で独立に（無関係に）設
定するため、各端末のサーチスペースが重複する単位バンド以外の単位バンドのサーチス
ペースも重複してしまう可能性は低い。つまり、各端末のサーチスペースが重複する単位
バンド以外の単位バンドのサーチスペースでは、他の端末または単位バンドとの間でＣＣ
Ｅの割当の制限を受けることなく、ＣＣＥを使用することができる可能性が高くなる。よ
って、本実施の形態によれば、ＣＣＥ割当の制限によりデータ送信が制限される可能性を
低減できるため、データスループットを向上させることができる。
【０１０３】
　このようにして、本実施の形態によれば、基地局は、各端末に設定される複数の単位バ
ンド毎のサーチスペースを、単位バンド毎に独立に設定する。これにより、下り回線のみ
で広帯域伝送を行う場合でも、複数の端末間および複数の単位バンド間でＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ信号が衝突することなく、ＣＣＥの割当を柔軟に行うことができる。
【０１０４】
　（実施の形態３）
　本実施の形態では、複数の下り単位バンドにおいて、特定の下り単位バンドのサーチス
ペースを、その特定の下り単位バンド以外の下り単位バンドのサーチスペースの開始位置
の設定で用いるハッシュ関数の出力に基づいて設定する。
【０１０５】
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　以下の説明では、実施の形態１および実施の形態２と同様、単位バンドｎのサーチスペ
ースとして、ＣＣＥ番号Ｓｎ～（Ｓｎ＋（Ｌ－１））ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎのＣＣＥが設定
される。また、図８に示すように、端末２００（図２）に設定される単位バンドを単位バ
ンド１～３とする。以下、単位バンド毎のサーチスペースの開始位置の設定方法について
説明する。
【０１０６】
　割当部１０５は、端末２００に設定された単位バンドｎのサーチスペースの開始位置で
あるＣＣＥ番号Ｓｎを、ハッシュ関数ｈ（ＮＵＥＩＤ）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎから算出する
。ここで、ハッシュ関数ｈ（ＮＵＥＩＤ）の出力結果をＹｎとする。
【０１０７】
　次いで、割当部１０５は、端末２００に設定された単位バンド（ｎ＋１）のサーチスペ
ースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓｎを、ハッシュ関数ｈ（Ｙｎ）ｍｏｄＮＣＣＥ，ｎ＋

１から算出する。ここで、ハッシュ関数ｈ（Ｙｎ）の出力結果をＹｎ＋１とする。
【０１０８】
　すなわち、割当部１０５は、例えば、図８に示すように、サブフレーム０では、単位バ
ンド１のサーチスペースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓ０を、ハッシュ関数ｈ（端末ＩＤ
（すなわち、ＮＵＥＩＤ））の出力Ｙ０を用いて設定する。また、割当部１０５は、単位
バンド２のサーチスペースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓ２をハッシュ関数ｈ（Ｙ０）の
出力Ｙ１を用いて設定し、単位バンド３のサーチスペースの開始位置であるＣＣＥ番号Ｓ

３をハッシュ関数ｈ（Ｙ１）の出力Ｙ２を用いて設定する。つまり、割当部１０５は、特
定の単位バンドのサーチスペースを、その特定の下り単位バンド以外の他の単位バンドの
サーチスペースの開始位置の設定で用いたハッシュ関数の出力に基づいて設定する。
【０１０９】
　このように、本実施の形態に係る割当部１０５は、実施の形態２と同様にして、ハッシ
ュ関数を用いて、下り単位バンド毎のサーチスペースを設定する。つまり、本実施の形態
に係る割当部１０５は、実施の形態２と同様、複数の下り単位バンド毎のサーチスペース
を、下り単位バンド毎に独立に（ランダムに）設定する。また、割当部１０５では、複数
の単位バンド（図８に示す単位バンド１～３）間において、各単位バンドで用いたハッシ
ュ関数の出力を他の単位バンドに受け渡して、そのハッシュ関数の出力を他の単位バンド
におけるハッシュ関数の入力とする。このため、各端末に設定する端末ＩＤは、初回（図
８では、サブフレーム０の単位バンド１）のハッシュ関数の入力に用いる１つの端末ＩＤ
で足りる。
【０１１０】
　また、割当部１０５は、上記処理をサブフレーム（図８ではサブフレーム０，１，２，
３，…）毎に行う。ただし、図８に示すように、割当部１０５は、サブフレーム０の単位
バンド３のサーチスペース開始位置の算出に用いたハッシュ関数の出力Ｙ２を入力とする
ハッシュ関数ｈ（Ｙ２）の出力Ｙ３を用いて、サブフレーム１の単位バンド０のサーチス
ペース開始位置を算出する。すなわち、割当部１０５は、サブフレームｋ－１の単位バン
ドＮのサーチスペース開始位置の算出で用いたハッシュ関数の出力を用いて、サブフレー
ムｋの単位バンド１のサーチスペース開始位置を算出する。ここで、Ｎは、端末に設定さ
れた単位バンド数である。これにより、単位バンド間およびサブフレーム間において、サ
ーチスペースがランダムに設定される。
【０１１１】
　このようにして、本実施の形態によれば、実施の形態２と同様の効果を得ることができ
、さらに、各端末に複数の端末ＩＤを設定する必要が無いため、端末毎に使用する端末Ｉ
Ｄを必要最小限にすることができる。このため、システム内では、十分な数の端末ＩＤを
より多くの端末に割り当てることができる。また、本実施の形態によれば、ＬＴＥと同様
にして、１つのハッシュ関数で互いに異なる単位バンドおよび互いに異なるサブフレーム
のサーチスペースが設定されるので、簡易な基地局および端末を構成することができる。
【０１１２】
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　なお、本実施の形態において、割当部１０５は、図８の代わりに、図９に示すようにし
て単位バンド毎のサーチスペースを設定してもよい。具体的には、図９に示すように、割
当部１０５は、サブフレーム０では、図８と同様にして、単位バンド１～３のサーチスペ
ースの開始位置を算出する。次いで、割当部１０５は、図９に示すように、サブフレーム
１の単位バンド１～３では、ハッシュ関数の入力として、各単位バンドの１つ前のサブフ
レーム（すなわち、サブフレーム０）のハッシュ関数の出力を用いる。つまり、割当部１
０５は、初期サブフレーム（図９ではサブフレーム０）では、単位バンド間でハッシュ関
数の出力を受け渡し、次のサブフレーム以降（図９ではサブフレーム１以降）では、同一
の単位バンド毎にハッシュ関数の出力を受け渡す。なお、図９に示す初期サブフレームで
は、単位バンド間で、ハッシュ関数の出力を受け渡す場合について説明した。しかし、初
期サブフレームでは、受け渡す値はハッシュ関数の出力に限らず、例えば、端末ＩＤと単
位バンド番号とから算出される値（例えば、端末ＩＤに単位バンド番号を加算した値）を
単位バンド間で受け渡してもよい。これにより、基地局１００は、本実施の形態（図８）
と同様、各サブフレームにおいて、端末間および単位バンド間でサーチスペースを独立し
て設定することができるため、実施の形態２と同様の効果を得ることができる。
【０１１３】
　以上、本発明の各実施の形態について説明した。
【０１１４】
　なお、上記実施の形態では、１つのＰＤＣＣＨが占有するＣＣＥ数（ＣＣＥ連結数：CC
E aggregation level）が１の場合について説明した。しかし、本発明では、１つのＰＤ
ＣＣＨが複数のＣＣＥを占有する場合（ＣＣＥ連結数が２以上の場合）でも、本発明と同
様の効果を得ることができる。また、１つのＰＤＣＣＨが占有するＣＣＥ連結数毎にサー
チスペースを算出し、サーチスペースを構成するＣＣＥ数Ｌは、ＣＣＥ連結数に応じて異
ならせてもよい。
【０１１５】
　また、上記実施の形態で説明したＣＣＥは論理的なリソースであり、ＣＣＥを実際の物
理的な時間・周波数リソースへ配置する際には、ＣＣＥは単位バンド内の全帯域に渡って
分散して配置される。また、論理的なリソースとしてのＣＣＥが単位バンド毎に分割され
てさえいれば、実際の物理的な時間・周波数リソースへのＣＣＥの配置は、全システム帯
域（つまり全単位バンド）に渡って分散した配置でもよい。
【０１１６】
　また、本発明では、端末ＩＤとしてＣ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Ide
ntifier）を用いてもよい。
【０１１７】
　本発明において、マスキング（スクランブリング）処理は、ビット間（すなわち、ＣＲ
Ｃビットと端末ＩＤ）の乗算でもよく、ビット同士を加算し、加算結果のｍｏｄ２（すな
わち、加算結果を２で割ったときの余り）を算出してもよい。
【０１１８】
　また、上記実施の形態では、単位バンドを、最大２０ＭＨｚの幅を持つ帯域であって、
通信帯域の基本単位として定義する場合について説明した。しかし、単位バンドは、次の
ように定義されることもある。例えば、下り単位バンドは、基地局から報知されるＢＣＨ
（Broadcast Channel）の中の下り周波数帯域情報によって区切られた帯域、または、Ｐ
ＤＣＣＨが周波数領域に分散配置される場合の分散幅によって定義される帯域、または、
中心部分でＳＣＨ（synchronization channel）が送信される帯域として定義されること
もある。また、上り単位バンドは、基地局から報知されるＢＣＨの中の上り周波数帯域情
報によって区切られた帯域、または、中心付近にＰＵＳＣＨを含み、両端部にＰＵＣＣＨ
（Physical Uplink Control Channel）を含む２０ＭＨｚ以下の通信帯域の基本単位とし
て定義されることもある。
【０１１９】
　また、上記実施の形態では、単位バンドの通信帯域幅を２０ＭＨｚとする場合について
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【０１２０】
　また、バンドアグリゲーション（Band aggregation）は、キャリアアグリゲーション（
Carrier aggregation）と呼ばれることもある。また、単位バンドは、ＬＴＥにおいて、
単位キャリア（Component carrier(s)）と呼ばれることもある。また、バンドアグリゲー
ションは、連続する周波数帯域を連結する場合に限らず、非連続な周波数帯域を連結して
もよい。
【０１２１】
　また、基地局が端末毎に設定する１つまたは複数の上り回線の単位バンドはUE UL comp
onent carrier setと呼ばれ、下り回線の単位バンドはUE DL component carrier setと呼
ばれることもある。
【０１２２】
　また、端末はＵＥ、基地局はNode BまたはBS（Base Station）と呼ばれることもある。
また、端末ＩＤはＵＥ－ＩＤと呼ばれることもある。
【０１２３】
　また、上記実施の形態では、本発明をハードウェアで構成する場合を例にとって説明し
たが、本発明はソフトウェアで実現することも可能である。
【０１２４】
　また、上記実施の形態の説明に用いた各機能ブロックは、典型的には集積回路であるＬ
ＳＩとして実現される。これらは個別に１チップ化されてもよいし、一部または全てを含
むように１チップ化されてもよい。ここでは、ＬＳＩとしたが、集積度の違いにより、Ｉ
Ｃ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。
【０１２５】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路または汎用プロセッサ
で実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Prog
rammable Gate Array）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフ
ィギュラブル・プロセッサーを利用してもよい。
【０１２６】
　さらには、半導体技術の進歩または派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路
化の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。
バイオ技術の適用等が可能性としてありえる。
【０１２７】
　２００８年１０月３１日出願の特願２００８－２８１３８９の日本出願に含まれる明細
書、図面および要約書の開示内容は、すべて本願に援用される。
【産業上の利用可能性】
【０１２８】
　本発明は、移動体通信システム等に適用することができる。
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